
税金のムダ使いを正すために、積極的な提案 18年度企業会計
決算特別委員会

　
十
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
の

集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
と
は
、
病
院
や
上
下
水
道
、
港
湾
な
ど
市
の
事
業

で
あ
り
な
が
ら
利
益
を
上
げ
、
独
立
採
算
で
会
計
処
理
を
し
て

い
る
会
計
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
審
議
は
領
収
書
な
ど
の
証
票

類
の
調
査
と
各
課
担
当
者
か
ら
の
聞
き
取
り
の
書
類
審
査
と
、

理
事
者
へ
の
質
疑
と
の
組
み
合
わ
せ
で
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
村

上
議
員
は
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
理
事
者
へ
の
質

問
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
書
類
審
査
の
中
で
、
無
駄
遣
い

を
正
す
た
め
の
調
査
と
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
用
ク
レ
ー
ン
、
使
用
料
収
入
は
借
金
払
い
に
遠
く
及
ば
ず

下
水
道
、「   

年
度
に

累
積
赤
字
解
消
」？
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ジブクレーンの借金払いと使用料収入
年度�  返済額� 使用料収入� 収支差
 14�        0�    5,850�   5,850
 15�   27,780�   10,686� -17,094
 16�   27,790�   16,172� -11,618
 17�   38,084�   12,870� -25,214
 18�   38,084�   13,884� -24,200
 19�   38,084� �
 20�   38,083� �
 21�   38,084� �
 22�   38,084� �
 23�   38,083� �
 24�   38,084� �
合計   360,240� �
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今
委
員
会
の
一
番
の
質
問
は
、
港
湾

業
務
の
委
託
先
で
あ
る
西
港
開
発
埠
頭

の
部
長
職
に
市
の
元
港
湾
部
長
が
天
下

り
し
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
梅
津
さ
ん

の
質
問
で
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
新
設
の
ポ

ス
ト
を
つ
く
っ
て
の
天
下
り
。
港
湾
担

当
参
事
は
、
「
西
港
開
発
埠
頭
の
新
事

業
を
展
開
す
る
た
め
の
採
用
」
と
答
弁

し
な
が
ら
、
何
を
や
る
の
か
と
聞
か
れ

る
と
「
ま
だ
、
決
ま
っ
て
な
い
」
と
珍

答
弁
。
一
方
、
市
長
は
「
職
員
の
管

理
・
監
督
が
仕
事
と
聞
い
て
い
る
」
と

全
く
別
の
答
弁
を
す
る
始
末
。
結
局
、

仕
事
の
内
容
も
は
っ
き
り
な
い
の
に
、

天
下
り
ポ
ス
ト
を
一
つ
増
や
し
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
れ
に
し
て
も
、
い
つ
も
の
こ
と
な

が
ら
一
回
も
質
問
し
な
い
議
員
が
い
る

の
は
残
念
で
す
。
今
回
も
、
公
明
、
自

民
党
の
一
人
、
阿
寒
選
出
議
員
、
市
政

ク
ラ
ブ
議
員
は
一
度
の
質
疑
も
な
し
。

四
日
間
の
集
中
審
議
で
、
聞
く
こ
と
は

一
つ
も
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
八
年
度
、
八
億
円
近
い
黒
字
と
な
っ
た
下
水
道
会

計
、
し
か
し
、
累
積
収
支
不
足
八
○
億
円
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
市
は
黒
字
基
調
が
続
き
、
三
四
年
度
に
は
累
積
赤
字

も
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
心
配
な
い
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
の
説
明
は
根
拠
の
な
い
前
提
に
立
っ

た
試
算
だ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
一
は
、
釧
路
市
の
人
口
減
少
を
全
く
考
え
て

い
な
い
の
で
す
。
二
九
年
の
人
口
は
一
六
万
人
を
割

り
、
三
四
年
に
は
、
お
そ
ら
く
一
五
万
人
そ
こ
そ
こ
と

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
料
金
収
入
は
、
三
千

万
円
し
か
減
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
耐
震
診
断
の
結
果
で
す
。
古
川
・
白

樺
な
ど
の
処
理
場
の
耐
震
不
足
が
心
配
で
す
。
二
二
年

度
に
、
そ
の
結
果
が
は
っ
き

り
し
ま
す
が
、
相
当
数
の
施

設
が
耐
震
強
度
不
足
と
判
定

さ
れ
、
多
額
の
補
強
工
事
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
お

金
も
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
は
、
「
下
水
道
会

計
は
大
丈
夫
」
と
の
市
の
説

明
も
、
鵜
呑
み
に
は
で
き
ま

せ
ん
。

　　このまま、ジブ
　クレーンを動かしてい
ても黒字にはなりようもあ
りません。高性能のガントリ
ークレーン導入計画も頓挫し
港湾会計も、ため息まじり
　　なのでしょうか。

　
西
港
に
コ
ン
テ
ナ
用
の
ク
レ
ー
ン
（
ジ
ブ
ク
レ
ー

ン
）
が
一
四
年
度
に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
使
用
料
収
入

で
は
建
設
費
用
を
全
く
ま

か
な
え
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー

ン
建
造
に
か
か
っ
た
借
金

は
、
元
利
あ
わ
せ
て
三
・

六
億
円
、
一
年
間
の
使
用

料
収
入
は
一
千
万
円
台

で
、
返
済
額
の
三
分
の
一

程
度
で
す
。
そ
れ
だ
け
利

用
し
て
い
る
企
業
に
便
宜

を
は
か
っ
て
い
る
と
い
う

証
拠
で
す
。


